

























































→で）、忘れられない思い出が沢山だ。（女／中国 ２年／学習歴 １年 ２ ヶ月／滞日
０／感想文）
　（ ５）	再び社会に役立つようになるだけではなく、収入（○→を）獲得することもでき

















































































































































































































































































































せるつもりです］。（女／中国Ｍ １／学習歴 ５年／滞日 １年／メール）
　（38）と（39）のように、ⅰ型とⅱ型における［NPがVPたら］や［NPがVPとおり］は、
Ⅲ型、Ⅳ型と同様、主語の共起が求められる場合、その主語は、「が」でマークするのが
文法の規則である。
　（40=38）［両親（○→が）年寄りになったら］、＋［私は必ず彼たちと一緒に生活する］。
　　　　　／父母年老之后，我肯定和他们住在一起。
　（41=39）	［先生（〇→が）おっしゃったとおり］、＋［頑張って研究とバイトを両立さ
せるつもりです］。
　　　　　／正如老师所说的那样，我打算好好努力，让研究和打工双赢。
　	（40=38）と（41=39）のように、中国語においても、「［両親（○→が）年寄りになったら］」
に相当する“父母年老之后”と「［先生（〇→が）おっしゃったとおり］」に相当する“正
如老师所说的那样”も従属節である。Ⅲ型、Ⅳ型の格助詞「が」の不使用も踏まえて考え
れば、従属節における格助詞「が」の不使用が １つ大きな特徴であると考えられる。換言
すれば、中国語母語話者の日本語学習者にとって、従属節の主語のマーカーの付与はなか
なか学習しにくいものであろう。
３.6　構文の制約からみた格助詞「が」の不使用
　中国語母語話者の日本語学習者の日本語作文における格助詞「が」が不使用される構文
は、
　Ⅰ型：「NPがXP」型
　Ⅱ型：「［NPは］＋［NPがXP］」型
　Ⅲ型：「［NPは］＋［（NPがXP）NPだ］」型
　Ⅳ型：「［（NPがVP）NPは］＋［XP］」型
　Ⅴ型：「［NPがVPたら］＋［NPはVP］」型
のように、 ５分類できるが、句のレベルと文のレベルに分けて、再分類するとすれば、お
およそ、次のように、大きく二種類にわけることができる。
　A型：文のレベルの「が」の不使用（Ⅰ型）
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　B型：句のレベルの「が」の不使用（Ⅱ型、Ⅲ型、Ⅳ型、Ⅴ型）
　A型とB型の比率を再統計すると、図 ６になる。
　即ち、格助詞「が」の不使用は、主に、２つのパターンがある。 １つは、「事象叙述」や「現
象文」と呼ばれる文における格助詞「が」の不使用であり、もう １つは、独立性の低い従
属節や、文の主語または主題と句の主語が併存する場合、句においての格助詞「が」の不
使用の顕著さである。
図 ６　A型とB型の比率　n=65
　B型については、従属節には「～ことは」「～たら」「～時」「～現在」「のように」など
のような識別マーカーが伴われるので、それをしっかりとおさえておけば、不使用の解消
に繋がると考えられる。また、文の主語または主題と句の主語の併存する文について、句
も主語の共起を求める場合、その主語を「が」でマークしなければならないということを
しっかりとおさえておけば、従属節よりはすこし難しいかも知れないが、十分解消できる
かと思われる。しかし、それに対して、最も難しいのは、A型である。即ち、「事象叙述」
や「現象文」の認定条件をしっかりと学習者が学習しない限り、学習者の個人の解釈の揺
れによって、「が」の不使用または「は」の誤用の解消はなかなか難しいであろう。
4 ．「過剰般化」や文体の選択エラーによる「が」の不使用
　格助詞「が」の不使用には、次のような用例も見られる。
　（42）	×これもまた時間かかるのですが、旧正月にも近付いているなどの事情で、日本
に予定通りに届けられるかどうか少し確信がもてません。（女／中国M １／学習歴
５年／滞日 １年／メール）
　（42）は不自然な日本語とされている。自然な日本語で表現するなら、（43）のように「が」
を用いなければならない。
　（43）	「これもまた時間がかかるのですが、旧正月にも近付いているなどの事情で、日本
に予定通りに届けられるかどうか少し確信がもてません。
　「時間がかかる」を中国語で表現すれば、“花时间”のように、無標になる。中国語母語
話者の日本語学習者は、“花时间”を日本語で表現する際に、つい、「時間かかる」と言っ
てしまいそうである。従って、（42）は、一見すれば、中国語の干渉による誤用であると
考えられそうである。しかし、
　（44）「 ８カ所全部回るなら、約 ３時間かかる。」（毎日新聞2009年）
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　（45）乗り継ぎ時間も含めて24～30時間かかる。（毎日新聞2009年）
のように、（44）と（45）は、「が」が使われていないにもかかわらず、自然な日本語であ
る。中国語母語話者の日本語学習者は、（44）と（45）の用法を学んだ場合、日本語で作
文する際に、その用法を過剰に適用させることが十分考えられる。その結果、（42）とい
う文が生まれてくることになる。
　しかし、実際は、（44）（45）と（42）は、同質のものではない。（44）（45）が「（数詞＋時間）
＋かかる」という構文であるのに対し、（42）は、「時間＋かかる」という構文である。同
じ「時間」ではあるが、品詞の分類が異なる。（44）（45）の「数詞＋時間」は、助数詞と
して働くが、（44）の「時間」は、普通名詞である。従って、（42）は（44）（45）の過剰
般化による誤用とは言っても、ボタンの掛け違えの過剰般化であろう。
　日本語では、（44）（45）の助数詞は、文においては、遊離できるが、普通なら副詞的修
飾成分として動詞を修飾する。「（数詞＋時間）かかる」と「（数詞＋時間）がかかる」の
使用実態について、『毎日新聞』の1995版と2009年版を対象に調べると、図 7のようになる。
要するに、助数詞として働く「数詞＋時間」は、特別な文脈でなければ、主語にはならな
いので、「が」の共起を求めないのである。
図 7　「（数詞＋時間）かかる」と「（数詞＋時間）がかかる」の使用実態		n=545
　ところが、『毎日新聞』の1995版と2009年版を対象に、更に調べてみると、「時間かかる」
という用例も見つかった。　
　（46）	「コスモ信組処理、時間かかる」西村吉正・大蔵省銀行局長が外国特派員に講演（毎
日新聞1995年）
　（47）	「感傷的な曲ならすぐできる。けど感傷を乗り越えんとホントの励ましにはならん。
曲ができるまで時間かかるかも知れんけど、でき上がったらさりげなく歌うよ」（毎
日新聞1995年）
　（48）	「時間かかるが… ２信組支援、必ず」玉置孝・全国地方銀行協会会長（毎日新聞
1995年）
　（49）	「これが時間かかるのよ」と苦笑い。（毎日新聞2009年）
「時間がかかる」と「時間かかる」の使用実態について、『毎日新聞』の1995版と2009年版
を対象に調べ、その結果を図に示すと、図 ８になる。
　「時間かかる」の用例は、0.8%しか見られないように、非常に少ないが、（46）～（49）
のように、特例ではなさそうなので、看過できない。
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図 ８　「時間がかかる」と「時間かかる」の使用実態		n=1058
　（46）～（49）には、 １つ共通点が見られる。それは、何れも書き言葉としてではなく、
話し言葉として用いられているということである。一方、用例（50）と（51）や前に挙げ
た用例のように、「時間がかかる」は、地の文にも会話文にも使われている。
　（50）	試合前に須藤ヘッドコーチが話していた。「大きな車輪ほど走り出すのに時間がか
かる。いったん走り出したらすごい」。（毎日新聞1995年）
　（51）	「まだ時間がかかるのか？いつまでこんなことをやってるんだ」と男はじれたよう
に言った。（『 １ Q84』村上春樹）
　要するに、「時間がかかる」は、書き言葉としても話し言葉としても用いられるのに対し、
「時間かかる」は、話し言葉としてしか用いられないのである。
　以上のように、「が」の共起の有無は、文体の影響を受ける。（46）～（49）における「が」
の不使用は、「が」の共起が求められないのではなく、話し言葉の性格によって省略され
たものと解される。
5 ．まとめ
　以上において、『中国語母語話者の日本語学習者の誤用コーパスVer.8』から抽出してき
たデータを対象に、中国語母語話者の日本語学習者の格助詞の不使用を中心に、計量的な
統計を行い、格助詞の不使用の実態を明らかにした上で、格助詞の「が」の不使用の実態
を明らかにし、構文論や文体論という視点から、「が」の不使用の主な原因を究明した。
その結果、主に次のようなことが明らかになった。
　①格助詞の不使用は、主に、「に」、「が」、「で」、「を」に集中している。
　②	格助詞「が」の不使用は、主に、A型とB型に分けられる。A型とは、文のレベルの「が」
の不使用のパターン（Ⅰ型）であり、B型とは、従属節または句のレベルの「が」の
不使用のパターン（Ⅱ型、Ⅲ型、Ⅳ型、Ⅴ型）である。文体の違いの不注意による格
助詞「が」の不使用も見られる。
　③格助詞「が」の不使用は、次のように、主に ３種類ある。
　　a.　「事象叙述」や「現象文」における「が」の付与の取り落とし
　　b.　従属節または句のレベルにおける「が」の付与の取り落とし
　　c.　文体による「が」の付与の間違い
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　④	格助詞「が」の不使用は、主に「母語の干渉」と「ボタンの掛け違えの過剰般化」に
起因すると考えられる。
　本稿は、格助詞「が」の不使用を中心に考察してきたが、格助詞の不使用の全貌を明ら
かにするためには、格助詞の「に」「で」「を」の不使用の実態も究明しなければならない。
また、格助詞「が」の不使用の原因を掘り下げ、より信憑性の高い結論を得るためには、
「が→は」「は→が」の究明も必要であろう。それについて、これから、順次明らかにして
いく予定である。
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かにするためには、格助詞の「に」「で」「を」の不使用の実態も究明しなければならない。
また、格助詞「が」の不使用の原因を掘り下げ、より信憑性の高い結論を得るためには、
「が→は」「は→が」の究明も必要であろう。それについて、これから、順次明らかにして
いく予定である。
